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景観に配慮した門柱レス樋管設計の 

課題と対応について 
 

 
吉田 篤 

 

関東地方整備局 霞ヶ浦導水工事事務所 調査設計課 （〒300-0812 茨城県土浦市下高津2-1-3） 

 

霞ヶ浦導水事業は、関東地方の水のネットワークの一部として那珂川・霞ヶ浦・利根川を結ぶ流況調整

河川を整備するものであり、高浜樋管は、霞ヶ浦と那珂川を結ぶ那珂導水路の霞ヶ浦側に設置する樋管で

ある。樋管を整備する茨城県石岡市三村地区は、水郷筑波国定公園と名峰筑波山に囲まれた風光明媚な場

所であることから、「地域と調和し住民に愛される機場作り」を目的に高浜機場周辺環境整備計画研究会

を設立し、景観に配慮した整備のあり方について検討を行ってきた。 
本論文は、機場設備の一部である樋管の設計にあたり、3DパースやCIMを活用することによる関係者と

の合意形成や設計の効率化について取りまとめたものである。 

 

キーワード 霞ヶ浦導水事業，樋管設計，門柱レスゲート，3Dパース，CIMモデル 

  

1.  はじめに 

那珂川、霞ヶ浦および利根川は、水資源の安定的かつ

広域的な供給等に重要な役割を果たし、流域の産業・経

済の発展に寄与している。しかし、産業の発展や都市化

の進展によって、霞ヶ浦等の水質汚濁、那珂川や利根川

における渇水の発生など、さまざまな問題が発生するよ

うになり、流域全体で水質浄化、安定した水資源の確保

に向けた取り組みが進められている。 

霞ヶ浦導水事業は、那珂川、霞ヶ浦および利根川をつ

なぎ、時期に応じて相互の導送水を行うことによりそれ

ぞれの河川の流況を改善する流況調整河川であり、河川

湖沼の水質浄化、流水の正常な機能の維持及び都市用水

の供給の確保を図ることを目的とする事業である。 

 

 

 

2.  高浜樋管の概要 

高浜樋管は、茨城県石岡市三村地区に設置する高浜機

場の樋管であり、霞ヶ浦の堤防内に設置し、那珂川から

の導水時（Q=15m3/s）の吐口かつ那珂川への送水時

（Q=11m3/s）の取水口となる施設である。 

樋管の位置は、機場内各施設の取り合いに配慮すると

ともに、湖内の植生群と干渉しない位置に設定した。 

  

図-1 霞ヶ浦導水事業模式図 

現況植生範囲 高浜樋管 

高浜機場用地 

霞ヶ浦 

図-2 高浜機場全体レイアウト 
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また、高浜樋管は、水郷筑波国定公園と名峰筑波山に

囲まれた風光明媚な場所に整備することから、「地域と

調和し住民に愛される機場作り」を目的とした高浜機場

周辺環境整備計画研究会を設立し、景観に配慮した整備

のあり方について検討を行い、研究会の提言である「施

設の高さの抑制」及び「周辺環境との調和」の2点につ

いて配慮しながら設計を行った。 

 

3.  3Dパースの活用による樋管完成イメージの共有 

(1)  課題 

樋管は河川管理施設等構造令において操作が確実な引

き上げ式ゲートが最も優れているとの記載があるが、門

柱構造の樋管は地上に張り出す部分が大きく、提言の2

項目と乖離することから、門柱構造を有しない「門柱レ

ス樋管」を採用することとした。 

また、ゲートについては表-1に示す1次選定を行い、

油圧リンク式ゲートとドルフィンゲートの2案を抽出し

た。 

 

 

 

ゲート形式を決定するにあたり、2案とも高さを抑え

た構造であるが開閉装置の配置が異なり、完成後の形状

が大きく異なることが予想された。景観性を重視する中、

完成イメージを関係者間で共有することが円滑な協議や

合意形成において重要な要素であった。 

 

(2)  対応 

完成イメージを多様なアングルから俯瞰可能な「3D

パース」を作成し、イメージの共有を図ることとした。 

 

【俯瞰イメージ】 

 

 

開閉装置が樋門の頂板に位置するため、中間堰柱

幅が薄く、全体的にコンパクトな印象。 

 

 

開閉装置がゲート横の配置となり中間堰柱が分厚

く、横長な構造となっており、存在感が大きい印象。 

 

 

(3)効果 

完成イメージを関係者間で共有することで早期の合意

形成に寄与し、油圧リンク式ゲート案を採用するに至っ

た。 

また、堤防天端は自転車道である「つくば霞ヶ浦りん

りんロード」に指定されており、道路の擦り付け形状等

について地元や自治体に説明する必要があったが、3D

パースを用いることで速やかな調整が可能となった。 

 

 

 
 
 
 

表-1 ゲート形式1次選定表 

図-3 俯瞰図(油圧リンク式ゲート案) 

図-4 俯瞰図(ドルフィンゲート案) 

図-5 自転車道の道路勾配イメージ 
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4．CIM活用による機械設備と土木構造の整合 

(1)  課題 

門柱レスゲートの採用により景観に配慮する一方で、

一般的な樋管構造である引き上げ式ゲートとは開閉装置

の配置が大きく異なり、標準設計では対応できない構造

となった。特に、開閉装置を収納する機械室は過密な構

造となることから、適切なメンテナンススペースの確保

等、形状的な取り合いの確認が不可欠であった。 

 

 

(2)  対応策 

CIMを活用した3Dモデル化による設計照査を行うこと

とし、BIM/CIM実施要綱に準じたCIMデータを作成した。 

CIMデータの作成にあたり、選定したリクワイヤメン

ト実施項目の概要は以下のとおりである。 

 

①後工程における活用を前提とする属性情報の付与 

BIM/CIM活用ガイドライン等の諸基準類を参考に、

設計の後工程となる施工段階、維持管理段階に活用可

能な属性情報としてコンクリート強度や各部材の数量

等の属性情報を付与した。 

 

②契約図書としての機能を具備するCIMモデルの構築 

3次元モデル表記標準（案）に基づき、3Dモデルに

主要な構造寸法や属性情報を追加し、詳細度400の樋

管モデルを3DAモデルとして作成した。 

 

 

③CIMモデルを活用した照査 

本業務でのCIM化の主目的である機械室内の取り合

いの照査にあたり、CIMモデルを活用して土木構造と

ゲート開閉装置等の機械設備の干渉や離隔を、詳細か

つ3次元的に確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)効果 

CIMデータ化を用いて門柱レス樋管の構造照査を行い、

構造の干渉がないことや、維持管理を踏まえ 1.0m の幅

が確保されていることを確認することができた。 

 

 

2.1m 

1.0m 

図-7 属性情報の付与 

図-6 採用した油圧リンク式ゲート 

機械室 

図-8 3DAモデル 

図-9 機械設備と土木構造の取り合い照査 

図-10 機械室周辺の設計照査 
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また、設計コンサルタントによる 2D 図面の突き合わ

せ作業との作業時間の対比は以下のとおりであり、作業

効率化にも寄与することが確認された。 

 

 

さらに、多様な属性情報を付与することで、将来の施

工や維持管理段階など河川構造物としてのライフサイク

ルマネジメントの基本となるデータを構築することがで

きた。 

 

5.  終わりに 

高浜機場は、土木、機械、電気、建築の各施設で形成

されることから、最終的な設計図や台帳は膨大となり、

それに基づく施設管理は容易ではないことが予想され

る。そこで、先行整備する樋管について、将来の管理段

階を見据えて、機械設備を含むCIMデータ化と維持管

理に資する属性情報の付与を行ったものである。 

高浜樋管において景観に配慮した門柱レスゲートを採

用するにあたり、3Dパースによる具体的な完成イメー

ジの共有による協議の円滑化や、CIMデータ化による設

計照査の効率化が確認されたことから、特殊構造の採用

が求められる案件では特に有効と考えられる。 

CIMデータへの属性付与については、BIM/CIM活用

ガイドラインに示される一般的な属性情報だけではな

く、機械設備に対する材齢、適用基準、補修・補強履歴

等の施工段階や維持管理段階を見据えた情報を付与する

ことで、CIMモデルを確認するだけで補修が必要な部

材を確認できる等の活用方法が期待される。 
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図-11 設計照査に関わる2D・3D作業時間比較 


